
ANEA4688
テキストボックス
資料７









Copyright (C) 2026 The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.4

• インターンシップ参加者の声として、協同労働の現場で業務や制約条件を具体的に観察し対話したことで、漠然と
地域課題として扱われているものが身近な問題であると捉え直し、自ら考える機会に繋がったとの回答傾向あり。

協同労働インターンシップで起きた「認識と役割」の再定義 ー観察者から伴走者へー

現場観察・対話 抽象・具体への転換 課題の再定義 役割の再定義

「実際の課題は何か？」
という問い直し

人手不足の問題を、運用
構造や接続性の問題に

捉え直す

経営や持続可能性への
関心

業務・制約・担い手
の思いを具体的に

把握

• 「課題と思っていたものが本当
に課題なのか、現場に入り探
索する必要があると感じた」

• 「自分のアイディアを出す前に、
現場が何を望んでいるかを理
解することが重要と感じた」

• 「予約管理や運営を見て、人
手不足だけでなく属人的で手
さぐりの運用構造が持続性
（仕組み化や活性化）の課
題と理解」

• 「解決に繋がりそうなアイディア
を企画に落とすことに貢献でき
そう」

• 「実務の実態をさらに理解でき
れば、構造的な課題に対する
具体的な提案が可能になると
感じた」

• 「運営や経営の持続可能性に
も関心を持つようになった」

■参加者：都市部企業のミドルシニア層（主にITエンジニア）
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